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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第３部門第３区分
【発行日】平成20年10月2日(2008.10.2)

【公表番号】特表2004-509188(P2004-509188A)
【公表日】平成16年3月25日(2004.3.25)
【年通号数】公開・登録公報2004-012
【出願番号】特願2002-526949(P2002-526949)
【国際特許分類】
   Ｃ０８Ｇ  18/48     (2006.01)
   Ｃ０８Ｊ   9/14     (2006.01)
   Ｃ０８Ｇ 101/00     (2006.01)
   Ｃ０８Ｌ  75/08     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｃ０８Ｇ  18/48    　　　Ｚ
   Ｃ０８Ｇ  18/48    　　　Ｆ
   Ｃ０８Ｊ   9/14    ＣＦＦ　
   Ｃ０８Ｇ  18/48    　　　Ｆ
   Ｃ０８Ｇ 101:00    　　　　
   Ｃ０８Ｌ  75:08    　　　　

【手続補正書】
【提出日】平成20年8月15日(2008.8.15)
【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】特許請求の範囲
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
　　【請求項１】　（ａ）少なくとも一種の有機ポリイソシアネートと、（ｂ）ポリオー
ル組成物との混合物の反応によるポリウレタン製品の生産方法であって、
　ポリオール組成物（ｂ）は、
　（ｂ１）２ないし８の官能価と２０ないし８００のヒドロキシル価を有するポリオール
化合物０ないし９５重量％と、
　（ｂ２）１ないし８の官能価と２０ないし２００のヒドロキシル価を有する少なくとも
一種のポリオール化合物５ないし１００重量％とを含んで成り、
　上記重量％はポリオール成分（ｂ）の全体量に基づくものであり、また、
　（ｂ２）は、式Ｉの化合物（ｂ２ａ）
　　　　　　　 Ｈ２Ｎ－（ＣＨ２）ｎ－Ｎ（Ｒ）－Ｈ　　　　（式Ｉ）
（式中、ｎは２ないし１２の整数であり、ＲはＣ1ないしＣ3アルキル基である。）
または式ＩＶの化合物（ｂ２ｅ）
　　　　　　　　　　　　Ｒ３－ＮＨ－Ｒ　　　　（式ＩＶ）
（式中、Ｒ3はＣ5ないしＣ6シクロアルキル基であり、Ｒは前記で定義したものである。
）
のうちの少なくとも一種の開始剤分子のアルコキシル化により得られるか、
　あるいは（ｂ２）は過剰量の式Ｉまたは式ＩＶの開始剤のアルコキシル化により得られ
るポリオールとポリイソシアネートとの反応によって得られるヒドロキシ末端プレポリマ
ーであるか、
　あるいは（ｂ２）は（ｂ２ａ）、（ｂ２ｅ）または式Ｉおよび式ＩＶの開始剤に基づく
ポリオールから得られるヒドロキシ末端プレポリマーより選択される配合物（ｂ２ｇ）で
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ある、
方法。
　　【請求項２】　（ｂ２）の前記開始剤が式Ｉにより表され、Ｒがメチルである請求項
１に記載の方法。
　　【請求項３】　ｎが２ないし４である請求項２に記載の方法。
　　【請求項４】　前記開始剤がＮ－メチル－１，２－エタンジアミンまたはＮ－メチル
－１，３－プロパンジアミンである請求項２に記載の方法。
　　【請求項５】　前記開始剤が式ＩＶで表される請求項１に記載の方法。
　　【請求項６】　前記開始剤がＮ－メチル－シクロヘキシルアミンである請求項５に記
載の方法。
　　【請求項７】　発泡剤の存在下で、前記ポリオール（ｂ１）および（ｂ２）が３ない
し６の平均官能価と２００ないし８００の平均ヒドロキシル価を有する、硬質ポリウレタ
ンフォームを製造するための請求項１ないし６のいずれか一項に記載の方法。
　　【請求項８】　前記混合物が、ハイドロカーボン、ハイドロクロロフルオロカーボン
、ハイドロフルオロカーボン、ハイドロクロロカーボンまたはこれらの混合物より選択さ
れる発泡剤を含有する請求項７に記載の方法。
　　【請求項９】　前記発泡剤が成分（ｂ）１００重量部を基準として０．５ないし１０
重量部の水を含有する請求項８に記載の方法。
　　【請求項１０】　水が成分（ｂ）１００重量部を基準として０．５ないし１０重量部
の量で存在し、前記ポリオール（ｂ１）および（ｂ２）が２ないし４の平均官能価と２０
ないし１００の平均ヒドロキシル価を有する、軟質ポリウレタンフォームを製造するため
の請求項１ないし請求項６のいずれか一項に記載の方法。
　　【請求項１１】　エラストマー、コーティングまたは接着剤を生産するための請求項
１ないし請求項６のいずれか一項に記載の方法。
　　【請求項１２】　インテグラルスキンを有するフォームを生産するための請求項１な
いし請求項６のいずれか一項に記載の方法。
　　【請求項１３】　請求項１ないし請求項９のいずれか一項により生産された硬質ポリ
ウレタン製品。
　　【請求項１４】　請求項１ないし請求項６および請求項１０のいずれか一項により生
産された軟質ポリウレタン製品。
　　【請求項１５】　下記式Ｉ：
　　　　　　　 Ｈ２Ｎ－（ＣＨ２）ｎ－Ｎ（Ｒ）－Ｈ　　　　（式Ｉ）
（式中、ｎは２ないし６の整数であり、ＲはＣ1ないしＣ3アルキル基である。）の少なく
とも一種の開始剤のアルコキシル化により得られるポリオールを５ないし１００重量％含
有する自己触媒性ポリオール組成物。
　　【請求項１６】　下記式ＩＶ：
　　　　　　　　　　　　Ｒ３－ＮＨ－Ｒ　　　　（式ＩＶ）
（式中、Ｒ3はＣ5ないしＣ6シクロアルキル基であり、ＲはＣ1ないしＣ3アルキル基であ
る。）の少なくとも一種の開始剤のアルコキシル化により得られるポリオールを５ないし
１００重量％含有する自己触媒性ポリオール組成物。
　　【請求項１７】　過剰量のポリイソシアネートと請求項１の（ｂ２）により定義され
るポリオールまたはその混合物との反応により生成したプレポリマー。
　　【請求項１８】　標準的ポリウレタン触媒を含有する同様の反応混合物と硬化時間が
実質的に等しくなるような量で（ｂ２）の量が存在する一方、当該反応混合物が（ｂ２）
と共に標準的ポリウレタン触媒を１０重量％以上少ない量で含有する、請求項１ないし請
求項１０のいずれか一項に記載の方法。
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